
生成AI利用環境（源内）

ガバメントAI 源内は
全体がガバメントクラウド上で稼働

入力・出力

ガバメントAI 源内の大規模実証
全府省庁における18万人の政府職員

※ 政府職員向けのインターフェース

※１ 2026年７月時点ではAWS社のNova Lite、Anthropic社のClaude Haiku 4.5、Sonnet 4.6、Opus 4.8の４モデルから職員が選択可能
※２ 株式会社NTTデータ（tsuzumi 2）、富士通株式会社（Takane 32B）、株式会社Preferred Networks（PLaMo 2.0 Prime）の3種類の基盤モデルがガバメントクラウド

（さくらのクラウド）上で稼働

データセンター

基盤モデル

アプリケーション

ユーザーインター
フェース、Webアプリ

ガバメントクラウド
（さくらのクラウド）

チャット（対話型AI）• 汎用的なAIアプリ
• 行政実務用のAIアプリ

その他の大規模言語モデル（LLM） ※１ 国産の大規模言語モデル（LLM） ※２

その他のガバメントクラウド（AWS等）

ガバメントAI源内の一部を国産クラウド×国産基盤モデルで構成するイメージ
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